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　「
今
は
昔
、
竹
取
の
翁
と
い
ふ
者
有
り
け
り
・
・
・
」

　竹
取
物
語
は
一
人
の
老
人
が
竹
の
中
か
ら
小
さ
な
女
の
子
「
か
ぐ
や
姫
」

を
み
つ
け
る
運
命
的
な
出
会
い
の
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　こ
の
物
語
は
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
「
源
氏
物
語
」
の
中
で
、
「
物
語
の

出
で
来
始
め
の
祖
」
と
さ
れ
、
昔
話
の
題
材
に
な
る
な
ど
、
時
代
を
越
え
て

日
本
を
代
表
す
る
作
品
と
い
え
ま
す
。
で
す
が
、
作
者
や
成
立
年
代
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
謎
に
包
ま
れ
た
物
語
で
も
あ
り
ま
す
。
物
語

は
竹
か
ら
生
ま
れ
た
か
ぐ
や
姫
が
美
し
く
成
長
し
、
五
人
の
貴
公
子
か
ら
の

求
婚
、
帝
と
の
交
流
を
経
て
、
月
か
ら
の
迎
え
を
受
け
故
郷
に
還
っ
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
富
士
山
南
麓
で
は
古
く
か
ら
異
な
る
「
赫
夜
姫
」
の
物
語
が
語

り
つ
が
れ
て
き
ま
し
た
。
「
赫
」
と
い
う
字
は
輝
く
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
夜
で
も
昼
間
の
よ
う
に
明
る
く
輝
く
よ
う
な
神
々

し
い
光
り
を
放
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
赫
夜
姫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
語
の
結
末
で
は
、
赫
夜
姫
は

月
で
は
な
く
富
士
山
に
還
っ
て
ほ
ら
穴
に
入
り
、
そ
の
正
体
は
浅
間
大
菩
薩
、
竹
取
の
翁
が
愛
鷹
明
神
、
媼
が
犬
飼
明
神
だ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅
間
大
菩
薩
と
は
、
富
士
山
の
噴
火
の
神
で
あ
る
浅
間
大
神
の
こ
と
で
、
赫
夜
姫
が
ま
さ
に
富
士
山

に
宿
る
神
様
と
し
て
、
富
士
山
南
麓
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

秋里籬島『東海道名所図会』寛政 9年（1797）富士山かぐや姫ミュージアム蔵

お
き
な

せ
ん
げ
ん
だ
い
ぼ
さ
つ

あ
し
た
か
み
ょ
う
じ
ん

お
う
な

い
ぬ
か
い

あ
さ
ま
の
お
お
か
み

き

か
ぐ

や

ひ
め

い
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出
で
来
始
め
の
祖
」
と
さ
れ
、
昔
話
の
題
材
に
な
る
な
ど
、
時
代
を
越
え
て

日
本
を
代
表
す
る
作
品
と
い
え
ま
す
。
で
す
が
、
作
者
や
成
立
年
代
に
つ
い

て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
謎
に
包
ま
れ
た
物
語
で
も
あ
り
ま
す
。
物
語

は
竹
か
ら
生
ま
れ
た
か
ぐ
や
姫
が
美
し
く
成
長
し
、
五
人
の
貴
公
子
か
ら
の

求
婚
、
帝
と
の
交
流
を
経
て
、
月
か
ら
の
迎
え
を
受
け
故
郷
に
還
っ
て
い
く

ス
ト
ー
リ
ー
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
富
士
山
南
麓
で
は
古
く
か
ら
異
な
る
「
赫
夜
姫
」
の
物
語
が
語

「
赫
」
と
い
う
字
は
輝
く
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
夜
で
も
昼
間
の
よ
う
に
明
る
く
輝
く
よ
う
な
神
々

月
で
は
な
く
富
士
山
に
還
っ
て
ほ
ら
穴
に
入
り
、
そ
の
正
体
は
浅
間
大
菩
薩
、
竹
取
の
翁
が
愛
鷹
明
神
、
媼
が
犬
飼
明
神
だ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅
間
大
菩
薩
と
は
、
富
士
山
の
噴
火
の
神
で
あ
る
浅
間
大
神
の
こ
と
で
、
赫
夜
姫
が
ま
さ
に
富
士
山

に
宿
る
神
様
と
し
て
、
富
士
山
南
麓
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
対

　原

　竹
と
り
物
語
」
弘
化
年
間
（
一
八
四
四
〜
四
八
）
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
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平
安
時
代
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
和
名
類
聚
抄
』
は
、
現
在
の
国
語

辞
典
や
百
科
事
典
を
あ
わ
せ
た
辞
書
の
よ
う
な
も
の
で
、
駿
河
国
富
士

郡
の
郷
を
列
記
し
た
項
に
お
い
て
、
「
姫
名
」
に
「
ひ
な
」
と
い
う
読

み
仮
名
を
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
比
奈
地
域
を
指
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
比
奈
地
域
に
は
、
富
士
山
に
帰
る
か
ぐ
や
姫
の
物
語
に
お
け
る
ゆ
か

り
の
地
が
多
く
点
在
し
て
お
り
、
こ
の
比
奈
地
域
に
つ
い
て
紹
介
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
記
録
の
中
に
か
ぐ
や
姫
に
関
す
る
記
述
が
い
く
つ
も
登
場

し
ま
す
。

　
た
と
え
ば
臨
済
宗
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
白
隠
慧
鶴
（
一
六
八
五
〜

一
七
六
八
）
に
よ
る『
荊
叢
毒
蘂
』「
無
量
寿
禅
寺
草
創
記
」
や
、文
政
三
年
（
一

八
二
〇
）
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌
『
駿
河
記
』
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

〜
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
記
さ
れ
た
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
、
文

久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
駿
河
志
料
』
等
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
比
奈
地
域
が
、
か
ぐ
や
姫
の
物
語
の

舞
台
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

『和名類聚抄』国郡部第十二 駿河国第七十九　　国立国会図書館蔵

へ
ん
さ
ん

ご
う

ひ
　
な

は
く
い
ん 
え 
か
く

け
い
そ
う
ど
く
ず
い

む
り
ょ
う
じ
ゅ
ぜ
ん
じ
そ
う
そ
う
き

わ
　
み
ょ
う
る
い
　
じ
ゅ
し
ょ
う
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辞
典
や
百
科
事
典
を
あ
わ
せ
た
辞
書
の
よ
う
な
も
の
で
、
駿
河
国
富
士

み
仮
名
を
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
現
在
の
比
奈
地
域
を
指
し
て
い
る

　
比
奈
地
域
に
は
、
富
士
山
に
帰
る
か
ぐ
や
姫
の
物
語
に
お
け
る
ゆ
か

り
の
地
が
多
く
点
在
し
て
お
り
、
こ
の
比
奈
地
域
に
つ
い
て
紹
介
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
記
録
の
中
に
か
ぐ
や
姫
に
関
す
る
記
述
が
い
く
つ
も
登
場

八
二
〇
）
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
、
富
士
山
及
び
富
士
山
信
仰
に
関
わ
っ
た
寺

社
の
由
来
や
伝
説
等
を
記
し
た
縁
起
書
「
富
士
山
縁
起
」
が
数
多
く
伝

来
し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
富
士
山
の
祭
神
と
し
て
、
天
女
や
か
ぐ
や

姫
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
み
ら
れ
、
作
ら
れ
た
時
代
や
場
所
に
よ
っ
て

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
吉
原
公
園
（
富
士
市
今
泉
）
が
あ
る
一
帯
に
は
、
戦
国
時
代

か
ら
明
治
初
年
ま
で
の
約
三
五
〇
年
に
わ
た
り
、
密
教
寺
院
「
富
士
山

東
泉
院
」
が
あ
り
ま
し
た
。
東
泉
院
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
富
士
市
域
に
当

た
る
富
士
郡
下
方
に
お
い
て
、
富
士
山
を
祀
る
五
社
（
以
下
、
下
方
五
社
）

を
統
べ
て
管
理
す
る
別
当
と
し
て
、
今
川
義
元
等
、
時
の
権
力
者
か
ら

そ
の
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
東
泉
院
に
も
富
士
山
縁
起

が
伝
来
し
、
富
士
山
南
麓
に
お
け
る
か
ぐ
や
姫
の
物
語
を
伝
え
る
中
心

的
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
比
奈
地
域
や
、
下
方
五
社
の
神
社
、
そ
の
他
富
士
市
各
地
域
に
お
い
て
、

物
語
ゆ
か
り
の
地
と
さ
れ
る
場
所
は
、
こ
う
し
た
富
士
山
縁
起
や
地
誌

等
に
よ
っ
て
広
く
周
知
さ
れ
、現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
す
。

『富士山大縁起』永禄 3 年（1560）の内「五社記」部分　富士山かぐや姫ミュージアム蔵

え
ん

ぎ

し
ょ

と
う
せ
ん
い
ん

し
も
か
た

べ
っ
と
う

い
ま
が
わ
よ
し
も
と
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子
の
浦
港

F
U

J
I R

IV
E
R

岩松中

岩松小

天間小

岩松北小

富士南小

富士南中

富士中

鷹岡小

鷹岡中

富士第一小

富士第二小

富士中央小

丘小

田子浦中

伝法小

田子浦小

岳陽中

吉原第一中

吉原小

広見小

青葉台小

大淵第一小 大淵中

吉原第二中

今泉小

元吉原中

富士川第一中富士川第一中

しんふ
じ

ふじ

ゆ
の
き

Y
U

N
O

K
I S

ta
.

た
て
ぼ
り

T
A
T
E
B
O

R
I S

ta
.

い
り
や
ま
せ

IR
IY

A
M

A
S
E
 S

ta.

ふ
じ
ね

F
U
JIN

E
 S

ta.

しんふ
じ

ふじ

よしわらYOSHIWARA Sta.

よしわらYOSHIWARA Sta.

ジヤトコまえ
JATCOMAE Sta.

ほんよしわら
HONYOSHIWARA Sta.

がくなんは
GAKUNANHARADA Sta.

よしわら
ほんちょう
YOSHIWARAHONCHO Sta.

しんふ
じ

SHIN-FUJI Sta.

ふじ
FUJI Sta.

常葉大

富士高

富士見高

富士東高

吉原高

富士市役所

富士山

かぐや姫ミュージアム

7

p15

p15

p13

富知六所浅間神社富知六所浅間神社
東泉院跡東泉院跡

飯森浅間神社飯森浅間神社



下方五社の一つで、江戸時代以前は、「新宮」、「原

田浅間社」等と呼ばれていました。「五社記」

ではかぐや姫が誕生した場所とされ、養父である

竹取の翁を祀っていることから、「父宮」、とも呼

ばれます。右図は、桑原藤泰編『駿河記』（文政 3

年：1820）に描かれた滝川神社（左）と、竹取

の翁が住んだとされる「竹取屋布」（右）です。

この竹取屋布の門前で、翁が籠を作ったとされ

ることから、「籠畑」という地名（小字）が伝わっ

ています。
◆滝川神社　富士市原田1309

たきがわじん じゃ

しん ぐう はら

だ　せん　げん　しゃ ご　しゃ　き

ちち　みや

たけ　とり　や　しき

かご はた

滝川神社

現在の竹採公園は、かつて「竹取屋布」があったとされる

場所で、自然石に「竹採姫」と刻んだ小さな塚があります。

いつ誰が建てたのかは不明です。竹採公園については

〈p16-p17〉をご覧ください。
◆竹採公園　富士市比奈 2085-4　P普通車 8台

たけ とり づか

竹採塚 【富士市指定史跡】

国立国会図書館蔵

8



竹採塚

字籠畑

字赫夜姫

字見返

見
返
し
坂

囲
い
の
道

鑑石

かぐや姫が富士山に還る際に通ったと

される道を「囲いの道」といいます。

この辺りは「赫夜姫」という小字名に

なっています。

また、道すがら別れを惜しんで振り

返った場所を「見返し坂」といい、こ

の辺りは「見返」という小字名が残っ

ています。

かこ　　　　　みち　　み　かえ　　　ざか

囲いの道・見返し坂

小栗判官の妻である美しい照手姫が、夫の帰参を

待って過ごしたのが妙善寺で、いつでも夫を迎えら

れるように毎日身だしなみを整えるために水鏡にし

たのがこの鑑石です。また、この鑑石で、かぐや姫

が顔をうつしたとする説もあります。
◆かがみ石公園　富士市原田 1350　P普通車 3台

みょうぜん　じ　かんのんどう　かがみいし

お　ぐり　はんがん てる　て　ひめ

妙善寺観音堂・鑑石

岳南原田駅岳南原田駅

比奈駅比奈駅

御崎神社御崎神社

永明寺永明寺
滝不動滝不動

滝
川
滝
川

鎧ヶ淵
親水公園
鎧ヶ淵
親水公園

かがみ石公園かがみ石公園

鑑石園鑑石園

滝川山神社滝川山神社

滝川福祉センター滝川福祉センター

竹採公園竹採公園

大坂上古墳大坂上古墳

昭和自動車学校昭和自動車学校

玉泉寺玉泉寺

■■

■■
■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

静岡県立吉原工業高等学校

富士市比奈2300

富士市立吉原第三中学校

富士市比奈2126

妙善寺観音堂

滝川神社

三島富士線三島富士線22

東名高速道路
東名高速道路

かぐ や ひめ

みかえし
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寒竹浅間神社は寒竹権現社とも称され、この辺りの地名を権現原といい、かぐや姫を育て

た老夫婦、竹取の翁と媼の屋敷があったと伝えられる場所です。寒竹とは、高さ 2～ 3メー

トルほどになる小型の竹の品種で、竹を編んだり加工したりしていた竹取の翁は、別名「寒

竹の翁」ともいわれました。

神社本殿の背部には、高さ約 3メー

トル、南北へ幅約 15 メートルほど

の岩壁がそびえます。これは、約 1

万数千年前の富士山の溶岩流（大淵

溶岩流）がここまで達し固まったも

のです。富士山を祀る浅間神社がこ

の地に鎮座するのも、この溶岩の露

頭を富士山の神体に通ずるものとし

て祀ったことによると考えられ、富

士山の神であるかぐや姫がこの地で

育ったとする伝説にふさわしい場所

といえます。

かんちく せん げん じん じゃ　 かん ちく ごん げん しゃ

寒竹浅間神社（寒竹権現社）

◆寒竹浅間神社　富士市富士岡　駐車場なし

ごん げん ばら

10



コンビニコンビニ

吉永二小吉永二小

■■

■■

吉原東中吉原東中

吉永一小吉永一小

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

吉永まちづくりセンター

富士市比奈1447-1

利用者用駐車場あり

■■

富士市立高等学校

富士市比奈1654

■■

寒竹浅間神社

東名高速道路

東名高速道路

新
東
名
高
速
道
路

新
東
名
高
速
道
路

今宮浅間神社

滝
川
滝
川

比奈駅比奈駅
岳南富士岡駅岳南富士岡駅

下方五社のひとつで、「母宮」と呼ばれ、竹

取の媼を祀ると伝わっています。貞観 6 年

（864）の富士山の大噴火の際、過去に形成

された溶岩の先端に、当社を建てて無事を

祈ったという説もあります。

また、境内には富士市指定天然記念物のスギ

があります。

◆富士市今宮　参拝者用駐車場あり

いまみやせんげんじん じゃ

ははみや

じょうがん

今宮浅間神社

赤
淵
川

赤
淵
川

長学寺長学寺

諏訪神社諏訪神社

医王寺医王寺玉泉寺玉泉寺

竹採公園竹採公園

22

76

24

字権現原

三島富士線三島富士線

岳 南 電 車

富
士
富
士
宮
由
比
線

富
士
富
士
宮
由
比
線

富
士裾

野線

富
士裾

野線
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下方五社のひとつで、「六所宮」といわれました。

市内では「三日市場のお浅間さん」として親し

まれる神社です。由緒によれば大同元年（806）

に社殿が建立されたとされます。江戸時代の地

誌『駿河国新風土記』には、祭神として「赫夜姫」

が祀られていることが記されています。平成

28 年に社殿が建て替えられました。

境内の東側には富士山からの湧き水が出てお

り、東に向かって吉原を経て海へ流れ出ていま

す。ここから流れる川を和田川といいますが、

「宮川」「御手洗川」などとも呼ばれ、神聖な川

とされていました。現在は水量が減りましたが、

以前は深い淵をつくるほどで、富士山を信仰す

る当社がこの地に鎮座した由縁と考えられま

す。

ふ  じ  ろく しょ せん げん じん じゃ

富知六所浅間神社

◆富知六所浅間神社　富士市浅間本町 5-1　
　参拝者用駐車場あり

みっ　か　いち　 ば

わ　　だ　 がわ

みや がわ み　　たらい　　がわ
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富士市役所

富士市永田町 1 -100

来庁者用駐車場あり
■■

富知六所浅間神社

潤
井
川

潤
井
川

小潤井川小潤井川

和田川
（御手洗川）
和田川
（御手洗川）

弥生通り
弥生通り

青葉通り青葉通り

本光寺本光寺

富士商工会議所富士商工会議所

中央公園中央公園

妙永寺妙永寺

吉原一中吉原一中

■■

■■

■■

■■

139

田
子
浦
港
富
士
イ
ン
タ
ー
線

田
子
浦
港
富
士
イ
ン
タ
ー
線

西
富
士
道
路

西
富
士
道
路

353

境内には御神木として大クスがあります。樹齢にして推定 1200 年といわれ、

江戸幕府が作成した『東海道分間延絵図』（文化 3 年：1806）にも、六所宮の

境内に大クスと見られる大樹が描かれています。

ふ　 じ　ろく しょ せん げん じん じゃ　　　おお

富知六所浅間神社の大クス　【静岡県指定天然記念物】

かぐや姫が富士山に登り

姿を消したとき、人々が

嘆き憂えて涙したところ

を「憂涙川」と呼んだと

伝わっています。

うる い　がわ

潤井川

とう かい どうぶんげんのべ  え   ず

う るいがわ
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現在、吉原公園として整備されているこの地には、明治初年まで、富士山東泉院という

寺院がありました。東泉院は、下方五社の別当を世襲した有力な寺院で、「富士山縁起」（富

士山に関わる寺社の由来や伝説を記した縁起書の総称；左下写真）が伝来し、富士山南

麓におけるかぐや姫に関する説話を伝えています。

吉原公園には東泉院時代の宝蔵（上写真）と、明治の神仏分離による廃寺に伴い還俗（出

家した人が俗人に戻ること）した六所家の旧宅の門と板塀（右下写真）が残っています。

とう せん いん あと　　　 ふ　 じ　さん えん　ぎ

東泉院跡と富士山縁起

『富士山大縁起』元禄 10年（1697）　
　　　　　　　　富士山かぐや姫ミュージアム蔵

せ  しゅう

ほう  ぞう

ぞく  じん

しん  ぶつ  ぶん   り げん  ぞく

14



原田公園原田公園

原田小原田小

原田まちづくり

センター

原田まちづくり

センター

■■

■■

原田湧水池

公園

原田湧水池

公園

■■

原田公園

富士市原田704

P普通車45台

手児の呼坂

飯森浅間神社

■■

吉原公園

富士市今泉8丁目5-10

P普通車 6台

和
田
川

和
田
川

日吉浅間神社日吉浅間神社

子安

地蔵尊

子安

地蔵尊

本国寺本国寺

愛鷹神社愛鷹神社

和田神社和田神社

保泉寺保泉寺

吉原中央駅吉原中央駅
唯称寺唯称寺

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

■■

進入路

松
原
川

松
原
川

富
士
裾
野
線

富
士
裾
野
線

24

三島富士線三島富士線22

かつて下方五社のひとつで、東

泉院の境内社「日吉宮」でした。
◆富士市今泉 8-5

ひ よし せん げん じん じゃ

日吉浅間神社
かつて下方五社のひとつで、東

泉院の境内社「日吉宮」でした。
◆富士市今泉8丁目5-１

ひ よし せん げん じん じゃ

日吉浅間神社

かぐや姫の世話をした下婢（召使いの女性）

が祀られているといわれています。

いい もり せん げん じん じゃ

飯森浅間神社

「手」は「照」で、美しい娘の意味を持ち、西から来てこの

坂の先に美しいかぐや姫が待っていることを指しているとい

う説（『駿河記』）もあります。

た　 ご　　　よぶ さか

手児の呼坂

住吉公園住吉公園

吉原公園吉原公園
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かつて竹取の翁が暮らしたと伝わるこの地には、明治初期まで無量寿寺がありました。

臨済宗中興の祖とされる原宿（沼津市原）の白隠禅師（1685 ～ 1768）が再興したことから、

白隠禅師の墓【富士市指定史跡】が祀られています。白隠の言葉をまとめた「無量寿禅

師草創記」では、富士山のかぐや姫伝説を取り上げることで、寺の位置するこの地の神

聖性を説いています。

現在は公園として整備され、物語に基づいたミニチュアの舞台を堪能できます。また園

内には、「竹採姫」と刻まれた竹採塚【富士市指定史跡】があります。〔8ページ参照〕

たけとり こう えん　　　はく いん ぜん　じ　　　　む りょうじゅ じ

竹採公園と白隠禅師の無量寿寺

竹採公園
　富士市比奈 2085-4

　〔開園時間〕

　 3 月～ 9 月 : 午前 8 時30分～午後 6 時

　10月～ 2 月 : 午前 8 時30分～午後 5 時

　〔休園日〕

　　木曜日（祝日の場合は開園し、翌日休み）

　　12月29日～翌年 1 月 3 日

　〔駐車場〕

　　普通車 8 台

はらじゅく
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順路
WC

9 ページで「見返し坂」

として紹介している伝

承地をイメージしてい

ます。

みかえり坂

竹採塚

正面に「竹採姫」と

刻まれています。

17

白隠禅師の墓
正面に「開山神機　妙禅

師」と刻まれています。

神来の庭神来の庭来神池来神池

水琴窟水琴窟

神授の竹神授の竹

神授の路神授の路

国司の庭国司の庭

大池大池

降天の丘降天の丘

■■

■■

■■

■■

■■

■■
■■

■■



18

一般コース
５.０㎞

（約160分）

散策コース
２.９㎞

（約100分）

岳
南
富
士
岡
駅

比

奈

駅

野
村
一
郎
の
碑

竹

採

公

園

滝

川

神

社

妙

善

寺

鑑

　
　
　
　石

滝

不

動

永

明

寺

比

奈

駅

鎧
ヶ
淵
親
水
公
園

寒
竹
浅
間
神
社

野
村
一
郎
の
碑

永

明

寺

飯
森
浅
間
神
社

薬
王
寺
廃
寺
跡

旧
小
澤
家
石
蔵

岳

南

原

田

駅

鎧
ヶ
淵
親
水
公
園

鑑

　
　
　
　石

滝

不

動

妙

善

寺

滝

川

神

社

竹

採

公

園

医

王

寺

医王寺
いおうじ

薬師堂には眼病治癒の御利益

で篤く信仰される薬師如来坐

像【富士市指定有形文化財】が

祀られています。境内に生える

マキの大木は富士市指定天然

記念物です。また、山本勘助

の墓があることで有名です。

野村一郎の碑
のむらいちろう　　ひ

野村一郎は西比奈村の名主で、

水が不足する村のために水路

を開削したり、防潮堤を築いた

り、茶業の振興を図ったりと、

幕末から明治期にかけ、生涯

を地域の発展に尽くしました。

滝不動
たきふ どう

小さな滝が落ちる池に不動明

王が祀られています。昔、身体

中のいぼに悩む娘が池の水を

身体にかけると、全身のいぼが

なくなったといいます。その後

「いぼとり不動さん」と呼ばれる

ようになりました。

岳
南
電
車
か
ら

　
歩
い
て
巡
る

長学寺長学寺

富士

富士岡局

富士

富士岡局

■■

■■

■■

岳南電車

東名高速道路

医王寺医王寺

富士市立高富士市立高

吉永

一小

吉永

一小

東図書館東図書館

吉原東中吉原東中

■■

諏訪神社諏訪神社■■

寒竹
浅間神社
寒竹
浅間神社

文文

文文

文文

玉泉寺玉泉寺

天神社天神社

御崎神社御崎神社

春日神社春日神社

八坂神社八坂神社

■■

■■

■■

■■

■■

妙善寺妙善寺

滝川神社滝川神社

吉原三中吉原三中

原田小原田小

文文

文文

鑑石鑑石滝不動滝不動

永明寺永明寺

鎧ヶ淵

親水公園

鎧ヶ淵

親水公園

■■
■■

■■

稲荷神社稲荷神社■■

飯森
浅間神社
飯森
浅間神社

竹採公園竹採公園

野村一郎

の碑

野村一郎

の碑

■■

岳南原田駅岳南原田駅

岳南富士岡駅岳南富士岡駅
比奈駅比奈駅

薬王寺

廃寺跡

薬王寺

廃寺跡
旧小澤家

石蔵

旧小澤家

石蔵
■■

■■
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旧
小
澤
家
石
蔵

富知六所浅間神社

約15分

約10分

約10分

約10分

約15分

約 5分

約 5分

吉 原 公 園

原 田 公 園

か が み 石 公 園

竹 採 公 園

寒 竹 浅 間 神 社

今 宮 浅 間 神 社

富士山かぐや姫ミュージアム

（富士市立博物館）

鎧ヶ淵親水公園
よろいがふちしんすいこうえん

ようめい じ

「鎧ヶ淵」とは、源頼朝が鎧を

淵の岩にかけて身体を洗った

という言い伝えに由来します。

隣接する永明寺は歴史あるお

寺で、裏山の地形に配した美

しい庭園がよく知られています。

薬王寺廃寺跡
やくおうじ　はいじ　あと

現在、廃寺跡に薬師堂が建て

られています。目の治癒に御利

益があるといわれ、「ヤクさん」

として地域に親しまれています。

境内には、寛文元年（1661）

の庚申塔など、いくつもの古い

石造物が建っています。

旧小澤家石蔵
きゅうおざわ　け　いしぐら

小澤家は、幕末から明治期の

原田地区の大地主で、かつて

は見学者が絶えない立派な屋

敷がありました。現在は石蔵

を残すのみですが、意匠的に

優れ、市内では数少ない明治

中期のものです。

西

富
士

道
路

　

富士IC
FUJI INTERCHANGE

広見IC
HIROMI 

INTERCHANGE

岳南電車
GAKUNAN ELECTRIC

TRAIN

JR東海
道新幹線

JR TOKAIDO SHINKANSEN

JR東海道本線JR TOKAIDO LINE

久沢

厚原

伝法

伝法

横割

川成新島

中丸
鮫島

柳島

蓼原

青葉町

国久保

今泉

石坂

中野

一色

三ッ沢

富士見台

神戸
鵜無ヶ淵

間門

中里

比奈

原田

今泉

鈴川

依田橋

田島

島田町

桧新田

桧

小潤井川

駿　河　湾
SURUGA BAY

沼
川

滝
川

赤
淵
川

和
田
川

潤
井
川

滝川

昭
和
放
水
路

田
子
の
浦
港

丘小

田子浦中

伝法小

田子浦小

岳陽中

吉原第一中

吉原小

広見小

青葉台小

吉原第二中

今泉小

元吉原中

原田小

富士見台小

神戸小

吉原第三中
吉原第三中

元吉原小

吉原北中

吉永第一小

吉永第二小

吉原東中

須津小

須津中

しんふ
じ

しんふ
じ

よしわらYOSHIWARA Sta.

よしわらYOSHIWARA Sta.

ジヤトコまえ
JATCOMAE Sta.

ほんよしわら
HONYOSHIWARA Sta.

ひな
HINA Sta.

すど
SUDO Sta.

がくなんふじおか

GAKUNANFUJIOKA Sta.がくなんふじおか

GAKUNANFUJIOKA Sta.

がくなんはらだGAKUNANHARADA Sta.

よしわら
ほんちょう
YOSHIWARAHONCHO Sta.

しんふ
じ

SHIN-FUJI Sta.

常葉大

富士東高

吉原工業高

吉原高
富士市立高

富士市役所

かがみ石公園かがみ石公園

今宮浅間神社今宮浅間神社

原田公園原田公園

吉原公園吉原公園

富知六所
浅間神社
富知六所
浅間神社

竹採公園竹採公園

寒竹浅間神社寒竹浅間神社

富士山かぐや姫
ミュージアム

（富士市立博物館）

車
で
巡
る



富士市では、富士山に還るかぐや姫伝説にちなんで、さまざまなイベントや
まちづくりに、かぐや姫の物語が活かされています。

かぐや姫コンテスト

毎年７月に行われる「富士まつり」では、「かぐや姫コンテスト」が行われます。かぐや姫

クイーンとかぐや姫が、一年間富士市のＰＲ活動を行います。

姫名の里まつり

比奈地域（姫名郷）のある吉永地区

では毎年、竹採公園でかぐや姫伝説

をモチーフとしたプログラムのイベ

ントを行っています。

富士てがみまつり

11月 23日（いい文の日）に、東比奈にある長学寺

の手紙供養祭で、かぐや姫や竹取の翁に宛てた手紙

のコンクールが行われています。

マンホールの蓋

富士市の地下式消火栓用マンホール

の蓋には、かぐや姫と富士山の絵柄

が描かれています。
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富士山に還るかぐや姫の物語を展示する、世界

でただひとつの博物館です。ここで富士山とか

ぐや姫について知識を深めてから伝承の地を訪

ねれば、物語の世界が一層広がります！

【開館時間】

4 月～10月：午前 9 時～午後 5 時

11月～ 3 月：午前 9 時～午後 4 時30分

【休館日】

月曜日（祝日の場合は開館），祝日の翌日

12月28日～翌年 1 月 4 日

【観覧料】

無料

【お問い合わせ】

〒417-0061　静岡県富士市伝法66-2

TEL 0545-21-3380　 FAX 0545-21-3398

e-mail　museum@div.city.fuji.shizuoka.jp

URL　http://museum.city.fuji.shizuoka.jp/アクセスマップ
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